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大好き子どもたち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

3 月の行事予定  

日 月 火 水 木 金 土 
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    身体測定 誕生会  
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 春分の日 避難訓練   4 月土曜保

育申込締切 
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関口フェルマータ小規模保育園 

今年度で退職の先生 

小池奈保子先生（1 歳児ぱんだぐみ担任） 

いつも優しい眼差しで子どもたちを見守ってく

れました。退職するのは残念ですが、今後も活躍

されることを願っています。 

    保護者の皆様へ 

私事ではありますが、3 月 31 日（勤務は 3/18

㈮までとなります。）をもちまして退職させて頂

くこととなりました。至らない点も多く、保護者

の皆様にはご不便等おかけしたかと思います

が、いつもご理解ご協力を頂きありがとうござ

いました。約 1 年半という短い間でしたが子ど

もたちの笑顔に囲まれながら一緒に成長してい

けたこととても感謝しております。これからも

皆様の健康と子どもたちの益々の成長を願って

います。大変お世話になりました。 

               小池奈保子 

 まだまだ朝晩の冷え込みがありますが、日中はとても暖かい日もあり、気付くと 3 月ですね。今年度もコロナ禍での生活となり、普段通りに行かな

いことだらけ、心身共に疲れたことと思います。保育園も考えさせられる事が多くありましたが、学びも多くありました。しかし何があろうと、子ども

たちは伸びる力を持っているという事を確信した一年でした。それを伸ばしてあげるのは大人の仕事です。職員も試行錯誤でしたが、前向きに子ども

の成長に関わり、楽しく保育を進めてきました。3 月は巣立ちの時、うさぎ組さんは卒園となりますね。出来ることを最大限見つけて、みんなで温かく

送りだしたいと思います。保護者の皆様には、お仕事と子育ての両立と大変な中、ご無理なお願いやご協力を賜りまして本当にありがとうございまし

た。皆様のおかげで、このコロナ禍においてクラスターにならずに今年度を終わることが出来そうです。感謝申し上げます。 

≪園での様子≫ 

 こあらぐみ (0 歳児クラス)記・堀 純子 

『おすわりできた』『ハイハイできた』『たっちできた』『あ

んよができた』たくさんの『はじめて』があった 1 年 

保護者の皆様と『すごいですねー‼』と感動と喜びを分か

ち合えたことを嬉しく思っています。 

賑やかな毎日でしたが、子どもたちの笑顔に癒され、とて

も楽しかったです。保護者の皆様、1 年間、ご理解ご協力

をありがとうございました。残り 1 ヶ月、可愛い子ども

たちと毎日楽しく過ごしたいと思います。 

 ぱんだぐみ (1 歳児クラス)記・小池奈保子 

今年度も残りわずかとなってしまいました。最近では自

分一人でやりたいという気持ちも出始め、何でもチャレ

ンジしてみたり、うさぎ組さんがしていることに興味を

持って一緒にしたりお兄さんお姉さんになってきている

ぱんだぐみさん。一年間、一緒に成長を喜ぶことが出来た

ことを心から嬉しく思います。新年度を楽しみに残りの

ぱんだぐみさんでの生活を元気に過ごしていきたいと思

います。 

 うさぎぐみ (2 歳児クラス)記・頼住美津子 
コロナ禍で登園自粛のご協力ありがとうございます。 
卒園まであと 1 ヶ月となってしまいました。コロナ禍と

いうこともあり制限のある年になってしまいました。子

どもたちは一人遊びからお友だちと遊ぶ楽しさを知り、

心も体もお兄さんお姉さんになりました。今ではぱんだ

組・こあら組のお友だちのお手本になることも沢山あり

頼れるうさぎ組さんです♡  2 月は新型コロナウイル

スによる登園自粛もあり登園人数が 0 人の日もありまし

たが、3 月に元気に子どもたちが登園出来る日を楽しみに

しています。残り 1 ヶ月もよろしくお願いいたします。 
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★ 「大人と絵本」（１１：最終話） 「忘れたこと」を“忘れている” 

 

 この作者は、本の最後で、こんなことを伝えています。 

 

わたしたちが日ごろ忘れていることを、いろいろな角度から照らし出してく

れる。それが芸術の力です。忘れているから、最初はとまどうかもしれないけ

ど、ちょっとしたヒントで、「あっ、そうか」とおもしろくなる。 

 

「芸術」を「絵本」と読み替えてみます。忘れてしまった「ありのままに見

ることができた自分」。それを再発見し、おもしろくなる。そして、『忘れたこ

とを“忘れている”』に気づく。“忘”の字は、心にあった事を亡くすと書きま

す。大切なことは、外になく、すでに内（心）にあることを、絵本は教えてく

れますね。大人こそ絵本ライフを！（おしまい） 

QR コードを読み込むと、

HP の「お知らせ」でも、

おたよりを見ることができ

ます！ 

今月のうた 

うれしいひなまつり  春が来た 


